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満 洲 國 土 壌 に 關 す る 研 究。 第II報 。

チチハル地帯 の土壌 に就 て

平井 敬 藏

(昭和十年三月十五日受理)

著者のここにチチハル地帯 と稻せるはチチハル附近並に其後方遠 く東北方に向ひ廣大に展開

せる大李原なり。東は呼裕両河によりて限 られ西は遠 く興安嶺東側の丘陵地帯にまで連 り北方

拉恰靖附近に至れば克山方面よりの延長たる洪積暦の黒土地帯の西端部と會するものにして,

此地帯中央を貫流して略 ミ南下する大嫩江 あ り。乃ち此地帯は全 く嫩江の造成せる大沖積李原

なり。一望坦 々眼界を遮 るものなく只わつかに平坦に変化を與ふるものとしては當地方の季節

風たる北西風に直角の方向に走 りて発達 せる新月型の砂丘にして其他になし。かかる砂丘存す

るも地上より20米 を超ゆるもの稀にして然もチチハル以北には発達 少く以南の地にはや ・発

達著しく加ふるに漏地もその間に点在するを見る。地帯一般に勾配緩慢にして地形己に老年期

に入れる爲か嫩江の蛇行すること著しく河岸には所々に一段の河段丘を見る。

チチハルより北上するに從ひ農村発達 も少く人口稀薄の度を加ふる如 し。更に嫩江 の両岸に

分 ちて考ふれば東岸蓬がに西岸 より村落人口共に多 く諸事発達 せる如し。全地帯農耕を主瞳 ε

す るものにして地味黒土地帯に比すれば劣れ共決して瘡薄とは断ずべからず。特に南部地域は

良仔ならざるも北部に至るにつれて良姫化すものなり。從來此の地帯に關する纒 りたる文獻を

見ず。著者襲に命をうけて北満地方旅行中(昭和八年十一月)月鯨に渉 りて此の地帯を蹟渉 し農

村實情調査をなすと共に土壌調査を行ひ且つ採集 をなしたり。両來其整理に勉め漸 く近來に至

りて蒐集材料の調査研究や ・纒 りたれば過 日農村實情に關するもののみは一括 して発表 せ り5>

伍て本報告に於ては當時蒐集せ る土壌の分析研究を一括 して発表 すべ し。將來何かの参考とな

れば幸な り。

此報告を発表 するに際し當調査旅行の費用を支出されたる外務省に対し 謝意を表すると共に

旅行中種々の便宜 と好意 とを與へ られたる軍部の諸氏特に藤村 ・根東両少佐 ・水野中尉に対し

ては満腔の感謝を捧 ぐるものな り。



1.供 試 土 壌

供試土壌は全部24貼 にして嫩江 東岸地区に於ては12ク 所19貼,同 西岸地区 に於ては2ク

所5点 なり。敦れ も當該地区に於 ける可及的代表的と認むる個所 より採集するにつ とめtcり 。
ノ

今是等採集地貼並に其土壌種別を表示すれば次の如し(第 一圖並に第一表参照)。

第 一 圃 チチハル地帯の略圖

第 一 表 土 壌採集 地 及 其 種 別
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畑
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2.器 械 的 分 析

土壌に理學的性質を支配する最大 因子はその組織 にあり。伍て著者は日本農學會法によりて

供試土壌の器械的分析を行ひ其土性を調査して第二表の如き結果を得た り。

此表より明に知 らるる如 く當地帯に於ては南部より北部に至 るにつれて土壌構成粒子は細 く

なる傾向著しく南部地唾に於ては細砂土細砂壌土よりなるも北に向つて細砂壌土より細埴壌土

と土性の変遷制然たるものを見 る。 通じての特性は細土中の砂含量の 曇以上が総ての土壌に

於て細砂及微砂によりて占められ土性名構に 「細」 なる言の附加せられあることな り。更に礫

と稽すくごき粒子大 なる土粒は殆E"見 るごとな く2～3土 壌は礫を含めるもその含有傘眞に小な

るを見る。要するに土性 としては決 して不良な らず特にチチハルより北進するにつれて愈 ζ良

好化 しつつあるものな り。

第 二 表 土 壌 の 器 械 的 分 析
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然 して著者は己に調査旅行中親しく此地帯の土性の変化 あるを認めた りしが この器械的分析

結果によりて更に明確に認められたり。乃ち細砂土又は細砂壌土を主体 とする南部 と細砂壊土

及細埴壌土 ・細埴土を もつてなる北部 とにして其南北両 部の境界は略 ヒ此地帯の中央に存する

訥河線 と齊北線 との分岐貼たる寧年附近に存するものな り。 されば著者は寧年を境 として此所

に東西に一線を劃してチチハル地帯を二分 し一を南部他牛を北部と稔すべ し。以後本報告中に

於て南部 ・北部 と稽するは全 く此分別によるものとす。如斯にして見る時は供試土壌24貼 中

1～13號 並に22～24號 の各土壌 は南部に麗し14・》21號 の土壌は北部に屡することとなる

なり。

3.化 學 的 成 分

次に是等土壌の化學的成分を検定 すべ く化學分析を行ひたり。

乃ち反応 はキンヒ ドロン電極法によりて測定 し其他灼熱減量 ・全窒素等は常法により測定し

た り。叉濃塩酸(比 重1・15)浸 出法によりて土壌の風化成分を定量すること ・せ り。是等諸定

量の結果を一括して第三表に挙げた り。



第 三 表 化 學 的 成 分 一 覧(乾 土100分 中)

Fe203  I Al203 I TiO2 I P205 I Mn20,Mg0 I Ca0 I K20 I Na20 I S02 I N



次に第三表の結果より表土 ・底土各 ζにつきての平均 を求めて是を 日本河成沖積土表土平均

と比較対照 せば第四表の如 し。

第 四 表

平均点 数

PII

灼熱減量

塩酸可溶
Sio2

炭 酸曹達
可溶SiO2

SlO2合 計

Fe203 

Al203 

 TiO2 

1205 

Mn203

MgO 

CaO 

K20 

Na20 

SO3 

N

硫酸により可溶 となれ ろ粘土分

 SiC)2 

Fe203 

Al2n3

備考(1)大 工原氏調査 河成沖積土(未 耕土)平均

(2)大 杉 氏調査 各種土壌平均

(3)著 者 調 査 各種土壌5,点平均

是より見るに日本土壌とのi差異相當各点に存するを認む。反恋は何れも(表 土・底土共に)日

本土壌 より高 く灼熱減量は敦れも劣 る。其他珪酸合計鐵礬土 ・チタン・燐酸・満俺・苦土硫酸及び

硫酸可溶粗粘土分等の含量は 日本土壌より少なく特にチタン約 §,満 俺は表土に対し ては も

底土に対し ては 巻,苦土は約1/2にすぎず。全窒素及び石灰加里曹達等の塩類 はチチハル地帯の

方断然多 く,石 灰は日本土壌の約2倍,加 里は約2～2・5倍,曹 達は約4倍 の多量を含む。降

雨量日本内地よりも遙に少なき當地帯に於τは當然の蹄結と云ふべし。市川氏(4)も襲に満洲各

地土壌16種 に就て満俺 ・チタンを定量し略e著 者と同様に満俺 ・チタン等の 日本土壌に比 し

遙に少なきことを発表 された り。

次に當地樽土壌を耕土 ・未耕土に分類 し各表土 ・底土に就て前記諸成分を比較する時は次の

如し。



第 五 表

平均点数

PH

灼 熱 減 量

塩酸 可 溶
Sio2

炭 酸 曹 達 可 溶Si
o2

Sio2合 計

Fe203

A1203

Tio2

P205

Mn203

MgO

CaO

K20

Na20

SO3

N

硫酸に より可溶性となれる粘土分

SiO2

Fe203

Al203

是より見れば未耕土・耕土によりて其差異著しきは反応 ・燐酸 ・石灰 ・曹達・窒素等なり。即ち

表土の場合に於ては未耕土の反応 は殆き中性にして耕土は酸性強し 。底土の耕土地なるものは

只一種に過ぎざれば比較には困難なるも又同様なる傾向顯著なり。珪酸合計は燐酸と共に耕土

に多 く石灰・曹達等は未耕土に多 し(略2倍 量)。 窒素も耕土にや ・多き様な り。鐵は耕土に多

く響 土は之に反 し其合量は未耕土に多し。

訳に前項に於て述べたる如 く當地帯は寧年附近を中心に略 ζ南北雨部に土性は顯著に区別せ

らるるが試に化學的成分をも調査せる結果は第六表の如 くなり判然たる差異を認めらる。



第 六 表

平均点数

PII

灼 熱 減 量

塩酸可 溶
Sio2

炭酸曹蓮可溶
SiO2

合 計Si02

 F  e203 

 Al203 

TiO2 

 P205 

Mn2O3 

Mg() 

Ca0 

K20 

Na20 

S03 

N

硫酸により可溶 となれろ粘土分

 Si02 

Fe203 

Al203

第六表に見 る如 く北部土壌は表土 ・底土を通じ殆ん♂全成分に渉 りて南部土壌 よりも是等を

多量に含み特に燐酸 ・石灰 ・加里に於て優る。表土の如きは全窒素も多 く日本土壌の平均 より

優れたり。土性に於けると同様に化學的成分に於ても北部地域の土壌1さ南部地域のものに比し

て格段の優越を示す。反応 の如きものは南部の ものはや ・アルカリ性強きものも1～2な らず

存在す。 北部の ものは之に比して微酸性のものなり。 次に是等土壌につきて 並に

を見るに次に示すが如き結果 となる。第七表の如 し。 Base/RO3

SiO,/RZO3



第 七 表

日本河成
沖 積 土

チチハル地帯

表 土
〃

底 土
〃

未耕 土表土
〃

耕 土 表 土

146

14

7

6

8

2・34

2・25

2・07

2.20

2・37

020

o.46

o・59

o・72

o・43

チチハ〃地帯

未 耕 土 底 土
〃

耕 土 底 土
〃

南 部 表 土
〃

目ヒ部"表 土

1南 部 底 土
1〃

…北 部 底 土

6

1

8

6

5

2

2.OI

o.85

1.82

2.82

1.85

2.00

o.58

O.i8

o・37

o・41

o・55

o.60

SiO、/R、03は表土に於ては特に 日本土壌ピ大差なき様なれ共,Base/R、03に 至 りては乾燥地

帯丈に敦れの平均 を見るも肩本土壌より高し。この うち耕土底土のみ著しく低きは全 くこの土

壌は砂丘より採集せるものなればなり。

次に土壌中に於ける可給態養分の含量を知 る爲にN/5瞳 酸にて土壌浸出を行ひ其浸出溶液

中の含量を決定 した り。猶其 ものが全量(濃塩酸 浸出液中の含量)の 幾割 にあた るかを求 めて

見た り。是等ε共に土壌吸収 力を知る爲に2・5%燐 酸 アンモニア液を使用して吸収 係数 を測定

せ り。其等の結果は塞げて第八表にあり。

第 八 表



此表より平均を求めて 日本土壌平均 とを比較すれば第九表の如 し。

第 九 表

平均点数

可 給 態P、O.,

"K20

o.041(2)

o.034(`2》

13

0.038

0.OI8

可 給 態CaO

吸収係数N

"P205

176.70(1)

504。lg(1}

o・777

229・28

632.95

是より見る時は可給態燐酸の量に於ては著しき相違なく加里に於ては約 日本土壌の半量にす

ぎず。吸収係数は日本土壌よりも強 し。既に述べた る如 く平均燐酸全量は日本土壌に劣 りたる

が其可給態のものに於ける差異は少し。然るに加里全量は日本土壌よりも蓬に優れたるに關 ら

ず其可給態量は著しく低 く日本土壌の約半 量なるは注目に値す。今是等の諸成分の全量に対す

る割合を見れば燐酸に於ては全量の42.22%は 可給態にして加里は全量のわつかに4・33%の

み可給態なるにすぎず。

石灰は全量の67.45%可 給態にして最 も高し。更に是等の諸成分の含量並に全量との割合を

表土の未耕土と耕土並に南部と北部 εに分ちたる場合を比較すれば第十表の如 し。

第 十 表

平均点 数

P205全 量

"可 給態

全量を100と

して可給態量

K20'全 量

"可 給態

全量75grooと
して可給態量

CaO全 量

"可 給態

全量をIOOと

して可給態量

吸収係数

N

P205



未耕土と耕土とを比較するに燐酸全量並に可給態量は敦れ も前者に於て多けれεも全量に対

する可給態量の割合はむしろ逆となる。加里に於ては全量は未耕土に多 く可給態は耕土に多し

とするも可給態の全量に対す る比傘は2・00及 び6.72%の 極少なるは共に鶩嘆に値す。石灰は

全量可給態量及び両者間の比率何れも未耕土絶対 に多 く吸収係数 も亦同じ。

南北両部地域によりて比較すれば総ての貼に於て北部の方優れること著し。

4.要 約 及 び 考 察

以上の諸實験の結果を要約すれば次の如し。

1)チ チハル地帯は嫩江 流域の沖積土より大部分はなるものにして寧年 附近を境 として略e

南北両 部に二分さるぺし。

2)器 械的分析の結果,其 土性南部地域に於ては細砂土乃至細砂壌土よりなるもチチハルより

北上するに從ひ土粒は細を加へ北部地域に於ては細砂壌土より細埴壌土 ・細埴土と変輻せ り。

3)敦 れの土壌に於ても其含有砂の 号以上を占むるは細砂及び微砂にして総て土性名稽に「細」

なる名稔を附せざるべからず。礫は殆♂含有せず。

4)化 學的分析の結果を見るも器械的分析の場合 に等しく南北両地域に判然たる差異を認む。

5)日 本河成沖積=Lを 比較すればPHは 高 く石灰・加里・曹達等の塩類 は各1約2倍 乃至4倍

の多量を示す。全窒素又多し。

6)灼 熱減量鐵響土・珪酸・燐酸等は日本土壌に劣 り特にチタン・満俺・苦土等は各 ミS ,ト 査,垂

程度を含むにすぎず。

7)南 部及び北部地域を比較すれば全成分に於て北部土壌優 り特に燐酸・石灰 ・加里 ・窒素等に

於て然 り。北部の表土平均 を 日本土壌平均 に比較するも燐酸・石灰・灼熱減量等は優 り窒素含量

も亦まされるを見た り。

8)SiO、/R、03は 日本土壌と大差なきもBase/R、03は 断然 日本土壌 より高し。 乾燥地帯たる

爲に塩基流失せず集積する爲なるべし。

9)可 給態養分を比較するに可給態燐酸に於ては 日本土壌と大差なきも加里は約1に すぎず

著しく劣 る。加里は其全量の4.33%の み可給態に存するものにて全量に於ては日本土壌に対

して遜 色なきもその可給態の少きは鶩 くべ し。猫燐酸は全量の42・22%,石 灰は67・45%可 給

態 にあ り。



10)南 北両部を比較すれば全量及 可給態量ともに北部優 り,北 部土壌は日本土壌の平均 ミ比

する時は可給態燐酸に於ては遙に勝れ前者の0.041な るに対し0・077に して加里に於ては殆S"

甲乙な く0.034に対し0・035な り。

11)吸収係数 は敦れも日本土壌平均 よりも高し。2Pち 窒素に対す るものは日本土壌に於ける

176.70に対し229.28,燐 酸は504.19に対し632.95な り。北部土壌の平均 は更に高 くして

251.80及784・16と なれり。

要するにチチハル地帯の大部分を形成せる嫩江沖積土は 日本河成沖積土に比して卓越せるも

のとは断じ難 し。然れ共審に検討する時は當地帯はほ ・"其中央の寧年 附近を境としτ南北両 部

に分た るものなること前記の如し。今この南北両部に就て個々比較すれば総ての貼に於て南部

土壌は北部土壌に劣れ ること顯著な り。然 も北部土壌のみの平均 をもつて日本土壌平均 と比較

すれば決 して劣れ るものならずむしろ優れたる貼も少か らざるなり。されば當地帯に於ては將

來の発展 は農業的には北部地域に待つべきもの と稔すべ し。濁 り土性土質のみな らず著者親し

く巡歴中に於ける種 々の観察も(農 村饗達状況。人口・人情 ・耕地余裕面積等 々)南 部地帯 より

も北部地帯に期 して其発達 を侯つべきものなるこごを示せ り。伍て當 チチハル地帯は農耕上決

して黒土地帯の如 く優秀卓絶とは稔せざるも決 しτ清薄 とは断ずぺからず。特に北部地帯は將

來ある好適農耕地の一と考へて不可なかるべ し。

終 りに種 々助言を得たる川村教授 に謝意を表し叉主として土壌分析の衝にあた られた る津田

晃氏に深謝す。
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STUDIES ON THE SOILS OF MANCHUKUO II. 

ON THE ALLUVIAL SOILS OF THE RIVER 

 NUN KIANG IN THE TSITSIHAR DISTRICT

 (Resume) 

Keizo HIRAI

   This report contains the results of the physical and chemical analysis of 

twenty four alluvial soils of the river Nun Kiang collected in its basin between 

Tsitsihar and Laha. 

   On my journey in this district I thought this district may be divided into 

two parts in the middle from the various points. 

   Analytical results are also clearly divided into two parts and shows that my 

above observation is right. 

   Considering the texture of the soils, the northern soils are superior to the 

southern soils for agriculture. 

    Chemical properties are also good for plant vegetation as will be seen in 

the following data :

Northern part. Southern part.
Alluvial soils 

  of Japan.

pH6.246.79— 

Loss on ignition7.3682.4635.500 

Total N.0.3120.1200.185 

P205 (Total)0.1570.0510.121 

11 (Available)0.0770.014— 

K20 (Total)0.6080.2970.170 

'/ (Available)0.035o.o08 — 

CaO (Total)1.6290.8530.706 

it (Available)1.2960.452— 

Absorptive Coefficient for N 251.8o227.70176.7o 
  it"i a P205784.18538.82504.19 

Si02/R032.82I.822.34 

Base/R2030.410.370.20


